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　診療情報管理室の業務において平成21年度は例
年と比較しても非常に多忙な年度であった．
DPCの導入
　当院はおよそ2年間の調査協力病院を経て今年
度よりDPC対象病院として稼働することとなっ
た．これに伴い診療報酬請求事務業務の一部が医
事科に変わり，当室で行うこととなったため今ま
での業務に加えて年間およそ6000件のMDCの決
定に関連する業務をすべて手作業で行うこととな
った．このことによって業務負荷が格段に増加し
た，この問題点は次年度以降の病院情報システム
の更新時に，システムを基軸に精度管理，業務の効
率化を中心として改善していきたいと考える．
病院情報総合システムの更新
　2002年度4，月より稼働した当院のオーダリング
システムであるが，2009年にはベンダの開発元サ
ポートの終了，保守部品の流通が終了したことか
ら，更新を迫られることとなった．
　そこで院内の体制を見直し，以前オーダリング
システム事務局と呼称されたワーキンググループ
を今回解散し，病院情報システム委員会及び下部
組織の部会が今年度設立された．これによって検
討機関，承認機関が明確に分離され情報システム
に関して院内の連携体制の強化が図られた．
な制限が多々あり現実的には対応が困難である事
例が多々ある，この点においては次年度以降に導
入予定の病院情報システムを基軸として，病院全
体の業務負荷を軽減すると共に，高精度かつ迅速
に対応できる運用を構築していきたいと考える．
　もう一点としてオーダリングシステムの更新が
挙げられる，こちらに関しては前述の状況により
更新を迫られる形となったため今年度は導入準備
期間として先進事例の視察および情報収集，体制
の整備が中心となった．次年度以降導入ベンダを
選定し，導入作業を実施していくこととなるが以
下の4点を導入における柱としてシステム設計，
運用設計を行うこととする．
　①情報共有と二次利用
　②医療安全
　③医療の標準化（業務の効率化・標準化）
　④病院経営の効率化
　最後に診療情報管理の最も基本的なところであ
り病院機能評価においても指摘されたが，今まで
実施を行っていなかった診療録の監査について
は診療録等管理検討委員会を中心に次年度以降に
実施していきたいと考える．
教育活動
　また本年度は道内専門学校1校からの1名の実
習生の受け入れを行った．
　また例年通り北海道医学技術専門学校にて「分
類法実習」の講義を14回実施した．
　今年度は当室にとっては様々な問題が提起され
た年で合ったと思われる．
　一つはDPCの運用においても手作業が大半であ
り，こうしたい，こうすべきであるという構想はあ
っても，人的な制限・運用的な制限・インフラ的
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